
 
 

 
｜
世
界
広
布
と
創
価
学
会
｜
②
日
顕
宗
を
破
す 

 

問
１ 

悪
と
戦
う
意
義
を
踏
ま
え
て
、
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

御
書
に
「
如
か
ず
彼
の
万
祈
を
修
せ
ん
よ
り
は
此
の
（ 

１ 

）
を
禁
ぜ
ん
に
は
」 

「
い
か
な
る
（ 

２ 
）
を
つ
く
り
法
華
経
を
千
万
部
読
み
書
写
し
一
念
三
千
の
観
道
を
得
た
る
人
な
り
と

も
（ 

３ 

）
を
だ
に
も
・
せ
め
ざ
れ
ば
（ 

４ 

）
あ
り
が
た
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
法
を
正
し
く
実
践

す
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
は
、
成
仏
を
妨
げ
る
悪
縁
と
な
る
一
凶
と
戦
い
抜
く
こ
と
で
す
。
悪
を
責
め
な

け
れ
ば
成
仏
は
な
い
と
の
確
固
た
る
断
言
で
す
。 

現
代
に
お
け
る
一
凶
と
は
（ 

５ 
）
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。 

  

ア
、
大
善 

イ
、
法
華
経
の
敵 

 

ウ
、
得
道 

 

エ
、
日
顕
宗 

 

オ
、
一
凶 

 

問
２ 

宗
門
事
件
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
後
の
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
次
の
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

大
聖
人
の
広
宣
流
布
の
精
神
と
実
践
は
第
二
祖
（ 

６ 
）
に
正
し
く
継
承
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
時
代
を
経
る
毎
に
形
骸
化
し
、
葬
式
仏
教
と
化
し
て
い
き
、
創
価
学
会
創
立
時
に
は
日
蓮
正
宗
宗

門
は
法
滅
状
態
で
し
た
。
日
顕
が
法
主
に
な
っ
て
以
来
、
さ
ら
に
仏
法
破
壊
が
進
み
、
創
価
学
会
と
池
田
先

生
へ
の
嫉
妬
か
ら
学
会
破
壊
を
目
論
み
始
め
ま
し
た
。 

平
成
２
年
、
日
顕
は
創
価
学
会
を
切
り
捨
て
て
一
部
の
会
員
信
徒
を
宗
門
側
に
隷
属
さ
せ
る
た
め
に
「
創

価
学
会
分
離
作
戦
」
を
企
て
ま
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
陰
謀
を
（ 

７ 

）
と
呼
び
ま
し
た
。 

  

ア
、
Ｃ
作
戦 

 

イ
、
Ａ
作
戦 

 

ウ
、
日
興
上
人 

 

エ
、
釈
尊 

 

問
３ 

日
顕
宗
の
大
罪
と
邪
義
に
つ
い
て
、
文
証
を
挙
げ
て
破
折
し
た
文
章
で
す
。
語
群
か
ら
言
葉
を
選

ん
で
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

① 

広
布
破
壊
の
謗
法 

「
大
願
と
は
（ 

８ 

）
な
り
」「（ 

９ 

）
の
大
願
」
と
あ
る
よ
う
に
広
宣
流
布
は
（ 

１
０ 

）

の
御
遺
命
で
あ
る
。 

し
か
し
日
顕
宗
は
広
宣
流
布
を
す
す
め
る
（ 

 

１
１
）
を
破
壊
し
よ
う
と
（ 

１
２ 

）
を
企
て
た
。

こ
れ
は
広
宣
流
布
破
壊
で
あ
り
、
一
切
衆
生
の
救
済
を
目
指
し
た
宗
祖
（ 

１
３ 

）
の
心
に
背
く 

大
罪
で
あ
る
。 

  

ア
、
創
価
学
会 

 

イ
、
日
蓮
大
聖
人 

 

ウ
、
Ｃ
作
戦 

 

エ
、
広
宣
流
布 

 

オ
、
法
華
弘
通 

 

② 

法
主
信
仰
の
邪
義 

日
顕
宗
は
「
法
主
は
絶
対
で
あ
る
」「
法
主
も
信
仰
の
対
象
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
大
聖
人
の
（ 

１
４ 

）
の
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
時
の
貫
首(

か

ん
ず)

為
り
と
雖
も
（ 

１
５ 

）
に
相
違
し
て
（ 

１
６ 

）
を
構
え
ば
之
を
用
う
可
か
ら
ざ
る

事
」
と
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
。 

法
主
絶
対
論
を
主
張
す
る
日
顕
宗
は
、
邪
宗
教
そ
の
も
の
で
あ
る
。 



 
 

  
ア
、
仏
法 

 

イ
、
己
義 

 

ウ
、
法
華
経 

 

エ
、
世
法 

 

オ
、
御
書 

 

③ 

誤
っ
た
血
脈
観 

日
顕
宗
は
法
主
相
承
を
受
け
る
だ
け
で
仏
の
悟
り
を
得
る
と
い
う
神
秘
的
血
脈
観
を
主
張
す
る
が
、 

大
聖
人
は
「
日
本
国
の
（ 

１
７ 

）
に
法
華
経
を
信
ぜ
し
め
て
仏
に
成
る
（ 

１
８ 

）
を
継
が
し

め
ん
」
と
、
血
脈
と
は
正
し
い
（ 

１
９ 

）
の
こ
と
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
「（ 

２
０ 

）
の
血
脈
な
く
ん
ば
法
華
経
を
持
つ
と
も
無
益
な
り
」
と
喝
破
さ
れ
て
い
る
。 

広
宣
流
布
を
推
進
す
る
創
価
学
会
を
迫
害
す
る
日
顕
宗
に
、
信
心
の
血
脈
は
存
在
し
な
い
。 

  

ア
、
血
脈 

 

イ
、
信
心 

 

ウ
、
相
承 

 

エ
、
一
切
衆
生 

 

オ
、
宗
門 

 

④ 

僧
俗
差
別 

日
顕
宗
は
「
僧
侶
が
上
で
在
家
は
下
」
と
主
張
す
る
が
、
大
聖
人
は
「（ 

２
１ 

）
は
嫌
う
べ
か
ら

ず
」
と
、
一
切
衆
生
は
平
等
で
あ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
僧
俗
を
差
別
す
る
こ
と
は
万
人
が
も
っ
て

い
る
仏
性
の
否
定
で
あ
り
、
仏
法
の
本
質
を
見
失
っ
て
い
る
。 

  

ア
、
僧
侶 

 

イ
、
男
女
僧
尼 

 

ウ
、
庶
民 

 

⑤ 

化
儀
の
悪
用 

日
顕
宗
は
成
仏
す
る
た
め
に
は
戒
名
や
塔
婆
、
僧
侶
に
よ
る
葬
儀
な
ど
が
必
要
と
主
張
す
る
が
、
大
聖

人
は
「
過
去
の
慈
父
尊
霊
は
存
生
に
（ 

２
２ 

）
と
唱
え
し
か
ば
即
身
（ 
２
３ 

）
の
人
な
り
」

と
、
成
仏
は
生
前
の
（ 

２
４ 

）
の
実
践
に
よ
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
僧
侶
が
不
可
欠
な
ど
と
邪

義
を
構
え
る
こ
と
自
体
が
仏
法
破
壊
で
あ
る
。 

  

ア
、
南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

イ
、
成
仏 

 

ウ
、
信
心 
 

エ
、
供
養 

 

オ
、
加
持
祈
祷 

 

⑥ 

腐
敗
堕
落 

豪
遊
な
ど
腐
敗
堕
落
し
た
日
顕
を
は
じ
め
と
す
る
日
顕
宗
僧
侶
は
、
大
聖
人
が
「（ 

２
５ 

）
の
皮

を
着
た
る
畜
生
」「（ 

２
６ 

）
が
き
」
と
厳
し
く
戒
め
た
悪
僧
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。 

  

ア
、
食
法 

 

イ
、
法
師 

 

ウ
、
地
獄 

 

エ
、
人
間 

 

 


